
朗
読
劇

「
戦
時
下
反
戦
放
送
・
長
谷
川

テ
ル
の
生
涯
と
遺
児

暁
子
」

劇
団
息
吹
の
坂
手
日
登
美
さ
ん
が
、

朗
読
劇
の
演
出
を
行
な
い
ま
す
。
さ
ら

に
、
日
中
不
再
戦
の
誓
い
を
、
母
テ
ル
・

緑
川
英
子
に
代
わ
っ
て
、
娘
の
長
谷
川

暁
子
さ
ん
が
訴
え
ま
す
。

シ
ン
ガ
ー
・
ソ
ン
グ
・
ラ
イ
タ
ー
野

田
淳
子
さ
ん
の
歌
声
と
、
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
は
男
声
合
唱
団
「
昴
」
が
唄
い
ま
す
。

「
エ
ス
ペ
ラ
ン
チ
ス
ト
九
条
の
会
」
が

七
・
一
集
会
協
賛
を
名
乗
り
出
て
く
れ

ま
し
た
。
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
語
で
「
憲
法

九
条
」
を
朗
読
し
ま
す
。
当
日
「
日
本

国
憲
法
第
九
条
に
ノ
ー
ベ
ル
賞
を
」
の

署
名
活
動
を
依
頼
さ
れ
ま
し
た
。
大
賛

成
で
す
、
み
な
さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

集
会
決
議
と
し
て
「
安
倍
晋
三
さ
ん

に
過
去
の
克
服
を
進
言
す
る
」
を
行
い

ま
す
。

集
会
当
日
に
は
長
谷
川
テ
ル
女
史
、

長
谷
川
暁
子
さ
ん
の
書
籍
を
販
売
し
ま

す
。
暁
子
さ
ん
の
サ
イ
ン
入
り
著
書
を

先
着
優
先
販
売
し
ま
す
。

不
再
戦
の
新
た
な
決
意
を

ご
い
っ
し
ょ
に

大
阪
府
連
会
長

渡
辺

武

戦
後
七
〇
年
の
節
目
と
な
る
年
に
安

倍
自
公
政
権
は
、
五
月
連
休
明
け
に

「
戦
争
立
法
」
を
国
会
提
出
し
、
今
国

会
会
期
中
の
成
立
を
狙
っ
て
い
ま
す
。

協
会
創
立
の
原
点
で
あ
る
「
不
再
戦
」

が
蹂
躙
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
現
在
、

草
の
根
か
ら
の
国
民
的
交
流
で
相
互
理

解
を
深
め
る
こ
と
が
大
い
に
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

日
中
友
好
協
会
大
阪
府
連
は
、
今
年

の
「
日
中
不
再
戦
・
平
和
友
好
の
つ
ど

い
」
で
、
長
谷
川
テ
ル
（
筆
名
は
緑
川

英
子
）
を
取
り
上
げ
ま
し
た
。
日
中
戦

争
下
で
三
年
間
に
２
１
８
回
も
の
反
戦

放
送
を
し
「
売
国
奴
」
と
の
の
し
ら
れ

て
も
一
歩
も
引
か
ず
侵
略
戦
争
反
対
と

日
中
友
好
を
貫
い
た
、
彼
女
の
生
涯
と

活
動
か
ら
多
く
の
こ
と
を
学
ぼ
う
と
企

画
し
ま
し
た
。
お
誘
い
あ
わ
せ
の
上
多

数
ご
参
加
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
ご
案
内

申
し
上
げ
ま
す
。
七
月
一
日
六
時
半
、

ド
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
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日
中
不
再
戦
・
平
和
友
好
の
つ
ど
い

全
出
演
者
と
内
容
決
ま
る

府連通信

東
大
阪
支
部
は
四
月
十
八
日
、

支
部
総
会
を
十
ヶ
月
ぶ
り
に
開
催

し
ま
し
た
。
今
年
は
事
前
に
「
活

動
報
告
」
や
「
活
動
方
針
」
「
欠

席
の
場
合
の
委
任
状
」
な
ど
を
届

け
ま
し
た
。

松
原
支
部
役
員
の
進
行
の
も
と
、

始
め
に
、
故

廣
原
支
部
長
を
偲
ん

で
黙
祷
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
後

内
海
市
議
団
団
長
か
ら
来
賓
挨
拶

を
受
け
ま
し
た
。
そ
の
中
で
地
方

選
後
半
、
八
尾
で
の
「
維
新
」
の

危
険
な
動
き
が
詳
細
に
報
告
さ
れ

ま
し
た
。

質
疑
の
討
議
で
は
活
動

行
事
な
ど
に
つ
い
て
多
彩

な
発
言
が
有
り
時
間
が
オ
ー

バ
ー
し
、
二
部
懇
親
会
に

持
ち
越
さ
れ
ま
し
た
。

当
面
、
映
画
「
望
郷
の

鐘
」
上
映
運
動
に
力
を
集

中
し
て
取
り
組
む
こ
と
が

大
事
だ
と
意
思
統
一
し
ま
し
た
。

上
映
運
動
の
実
行
委
員
会
は
三

月
二
〇
日
に
準
備
会
を
開
催
。
四

月
六
日
に
市
内
各
団
体
に
実
行
委

員
会
に
参
加
し
て
も
ら

う
よ
う
事
務
局
で
申
し

入
れ
活
動
を
行
い
、
十

七
日
に
第
一
回
実
行
委

員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

支
部
で
は
独
自
に
中

国
の
帰
国
者
の
会
員
の

手
記
を
集
め
て
『
激
動

の
中
国
で
暮
ら
し
て
、

映
画
「
望
郷
の
鐘
」
上

映
に
寄
せ
て
』

の
小
冊
子
を
発
行
。

実
行
委
員
会
や
七
月

二
五

・
二
六

日
に
開

催
さ
れ
る

「
戦
争
展
」
な
ど
で
も
配
付
し
て

上
映
運
動
の
雰
囲
気
を
盛
り
上
げ

よ
う
と
活
動
中
で
す
。

東
大
阪
支
部
総
会
を
起
点
に

「
望
郷
の
鐘
」
の
上
映
運
動
に
奮
闘

日
中
友
好
堺
・
美
木
多
連
絡
会
、

日
中
友
好
大
阪
府
連
堺
支
部
が
、
五

月
三
一
日
十
時
か
ら
戦
後
七
〇
周
年
・

日
中
友
好
と
平
和
を
考
え
る
集
い
を

開
き
ま
す
。
テ
ー
マ
は
「
在
住
十
五

年
で
分
か
っ
た
中
国
の
実
際
」

十
八
歳
か
ら
単
身
中
国
へ
。
働
き

学
び
、
中
国
各
地
を
回
り
、
仕
事
等

を
通
し
て
多
く
の
中
国
人
と
交
流
し

て
き
た
浅
田
宏
樹
さ
ん(

元
上
海
・

旭
通
世
紀
広
告
会
社
勤
務
）
が
中
国

の
実
際
の
姿
を
語
り
ま
す
。
戦
後
七

〇
周
年
。
平
和
憲
法
の
も
と
で
築
き

上
げ
ら
れ
て
き
た
日
中
友
好
・
平
和

を
未
来
に
つ
な
げ
る
場
に
と
企
画
し

ま
し
た
。
会
場
は
堺
市
美
木
多
上

「
千
手
院
」(

駐
車
場
有
り)

泉
北
高

速
鉄
道
「
光
明
池
駅
」
下
車
、

光

明
池
車
庫
行
き
南
海
バ
ス
「
光
明
台

一
丁
」
下
車

東
へ
徒
歩
八
分
、
地

図
は
、
千
手
院
動
物
霊
園
で
検
索
し

て
下
さ
い
。
映
画
「
望
郷
の
鐘
」
の

上
映
を
七
月
十
一
日
（
土
）
栂
文
化

会
館
大
ホ
ー
ル
で
四
回
上
映
し
ま
す
。

堺
で
平
和
の
つ
ど
い
と
望
郷
の
鐘
上
映

太
極
拳
攻
防
講
座
５

六
月
六
日
～
七
日
（
土
・
日
）

石
清
水
八
幡
宮
研
修
セ
ン
タ
ー

き
り
え
教
室(

団
扇)

六
月
二
四
日(

水)

午
後
二
時
か
ら

日
中
文
化
教
室
二
〇
五
号
室

日
中
友
好
と
平
和
の
集
い

七
月
一
日
（
土
）
午
後
六
時
か
ら

大
阪
天
満
橋

ド
ー
ン
セ
ン
タ
ー

大
阪
府
連
大
会

七
月
五
日
（
日
）
午
後
一
時
半

大
阪
グ
リ
ー
ン
会
館

望
郷
の
鐘

今
後
の
上
映
予
定

七
月
十
一
日
堺
市
南
区
栂
文
化
会
館

八
月
二
三
日
泉
南
市
文
化
ホ
ー
ル

八
月
二
九
日

東
大
阪
・
大
阪
府
立

中
央
図
書
館
ラ
イ
テ
ィ
ホ
ー
ル

九
月
二
十
日

平
野
土
地
区
画
会
館

行
事
案
内



四
月
一
六
日
旅
行
の
事
前
学
習
会
が
、

原
田
敬
一
仏
教
大
教
授
を
招
い
て
開
か

れ
ま
し
た
。
日
清
戦
争
か
ら
太
平
洋
戦

争
ま
で
を
五
〇
年
戦
争
と
し
、
こ
の
視

点
か
ら
日
本
は
ど

の
よ
う
に
戦
争
を

続
け
て
き
た
の
か

と
講
演
さ
れ
ま
し

た
。

日
清
戦
争

に
つ
い
て
最
近
の

研
究
で
は
、
韓
国

併
合
ま
で
四
つ
の

戦
争
が
あ
っ
た
と

興
味
深
い
お
話
で

し
た
。

六
月
二
四
日(

水)

午
後
二
時
か
ら
九

時
ま
で
、
日
中
文
化
教
室
二
〇
五
号
室

で
き
り
絵
で
団
扇
を
創
る
講
習
会
を
開

き
ま
す
。
近
藤
好
幸
さ
ん
が
懇
切
丁
寧

に
指
導
し
ま
す
。
初
心
者
の
方
も
大
い

に
歓
迎
し
ま
す
。
道
具
も
お
貸
し
し
ま

す
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
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数
年
前
、
日
中
大
阪
府
連
事
務

所
に
て
「
長
谷
川
テ
ル
」
と
い
う

一
冊
の
本
に
出
会
い
ま
し
た
。
そ

れ
は
世
界
平
和
を
基
調
と
す
る
国

際
語
「
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
」
を
学
び
、

中
国
人
留
学
生
劉
仁
と
結
婚
、
直

後
に
中
国
・
上
海
へ
渡
り
ま
し
た
。

時
あ
た
か
も
日
中
戦
争
が
始
ま

り
、
漢
口
や
重
慶
か
ら
日
本
の
兵

士
に
、
三
年
間
に
２
１
８
回
の
反

戦
ラ
ジ
オ
放
送
を
行
い
ま
し
た
。

聞
い
た
兵
士
は
綺
麗
な
日
本
語
で

や
さ
し
く
語
り
か
け
て
く
る
の
で
、

動
揺
し
た
兵
士
も
い
た
と
戦
後
証

言
し
て
い
ま
す
。

当
時
の
軍
上
層
部
は
血
な
ま
こ

に
な
っ
て
探
し
、
長
谷
川
テ
ル
で

あ
る
と
つ
き
と
め
、
日
本
の
新
聞

は
「
売
国
奴
」
と
書
き
、
日
本
の

家
族
も
迫
害
を
受
け
ま
し
た
。

し
か
し
そ
れ
に
ひ
る
む
こ
と
な

く
、
日
本
の
侵
略
戦
争
を
糾
弾
す

る
放
送
や
文
書
を
発
信
し
続
け
、

中
国
は
日
本
の
侵
略
を
打
ち
破
り

ま
し
た
。
戦
後
、
中
国
・
東
北
部
・

佳
木
斯
で
活
動
中
、
三
人
目
の
子

供
を
身
ご
も
り
、
当
時
の
環
境
か

ら
手
術
を
受
け
ま
し
た
が
感
染
症

が
原
因
で
、
祖
国
日
本
に
帰
る
こ

と
な
く
三
四
歳
で
亡
く
な
り
ま
し

た
。
二
人
の
子
供
は
長
男
五
歳
、

長
女
一
〇
ヶ
月
、
そ
の
三
ヶ
月
後

に
劉
仁
も
亡
く
な
り
ま
し
た
。

昨
年
大
阪
西
支
部
は
佳
木
斯
・

烈
士
陵
園
の
合
祀
墓
に
参
り
、
そ

の
縁
で
烈
士
遺
児
の
長
谷
川
暁
子

（
劉
暁
嵐
）
さ
ん
と
懇
談
す
る
機

会
を
も
ち
、
映
画
「
望
郷
の
鐘
」

も
鑑
賞
さ
れ
ま
し
た
。
暁
子
さ
ん

は
現
在
の
日
中
間
の
軋
轢
を
嘆
い

て
お
ら
れ
、
こ
れ
を
テ
ル
が
知
れ

ば
ど
れ
だ
け
落
胆
す
る
か
、
友
好

を
考
え
て
お
ら
れ
る
皆
さ
ん
と
何

か
を
し
た
い
と
、
七
月
一
日
に
日

中
不
再
戦
・
平
和
友
好
の
集
い
、

九
月
に
は
佳
木
斯
・
合
祀
墓
へ
の

ツ
ア
ー
を
企
画
し
て
い
ま
す
。

（
平
松
）

七
・
一
つ
ど
い
朗
読
劇
の
主
役

長
谷
川
テ
ル
と
遺
児

暁
子
（
劉
暁
嵐
）

北
東
ア
ジ
ア

平
和
と
友
好
の
旅

「
中
国
百
科
検
定
」
の
申
し
込
み
が

六
月
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
日
中
友
好

協
会
が
実
施
す
る
こ
の
検
定
は
、
ま

だ
二
回
目
で
す
が
、
昨
年
第
一
回
に

受
験
さ
れ
た
方
た
ち
は
「
一
〇
年
中

国
に
住
ん
で
い
た
が
、
中
国
の
こ
と

を
知
ら
ず
、
知
ろ
う
と
思
っ
た
矢
先

に
『
検
定
』
を
知
り
、
勉
強
す
る
き
っ

か
け
に
な
っ
た
」
「
中
国
の
文
化
を

は
じ
め
、
政
治
や
歴
史
な
ど
ま
ん
べ

ん
な
く
学
習
で
き
た
」
と
評
価
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
中
国
の
多
方
面
の
知
識
理
解
を
通

じ
て
、
中
国
へ
の
理
解
者
を
増
や
す
」

と
い
う
実
施
の
趣
旨
を
理
解
い
た
だ

き
、
ぜ
ひ
多
く
の
会
員
の
み
な
さ
ん

に
受
験
し
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま

す
。
「
受
験
ま
で
は
し
な
い
が
学
び

た
い
」
と
思
わ
れ
る
方
に
教
養
講
座

を
二
回
設
定
し
ま
し
た
。
時
間
は
い

ず
れ
も
二
時
か
ら
四
時
、
参
加
費
は

千
円
で
す
。

①

六
月
二
一
日(

日)

谷
六
・

新
婦
人
の
会
・
会
議
室
「
中
国
の
政

治
と
経
済
早
わ
か
り
」
講
師
・
山
本

恒
人
氏
（
大
阪
経
済
大
名
誉
教
授
）

②

七
月
十
二
日(

日)

Ｊ
Ｒ
天
満
・
国
労
会
館
「
中
国
史

を
ま
る
ご
と
学
ぼ
う
」
講
師
・
渡
辺

武
氏
（
元
大
阪
城
天
守
閣
館
長
）

わ
か
り
ま
す
か
？

Ｑ
（
１
）
中
国
で
は
経
済
改
革
の

基
本
方
針
が1

9
9
2

～9
3

年
に
確
立
し

た
が
こ
の
方
針
は
何
と
呼
ば
れ
る
？

Ａ

①
社
会
主
義
計
画
経
済

②
社
会
主
義
市
場
経
済

③
国
家

資
本
主
義

④
国
家
社
会
主
義

Ｑ
（
２
）1

9
9
0

年
代
の
国
有
企
業

改
革
以
前
に
国
有
企
業
が
従
業
員
に

保
障
す
る
義
務
が
な
か
っ
た
の
は
何
？

Ａ

①
住
宅

②
年
金

③
医
療

④
大
学
進
学

（
中
国
百
科
検
定
問
題
集
よ
り
）

中
国
百
科
検
定

教
養
講
座
①

中
国
の
政
治
と
経
済
早
わ
か
り

第２回中国百科検定
検定実施：９月２７日（日）15：00～15：50

申込期間：６月１日(月)～８月７日(金)

受験コース：３級(ものしりコース)

２級(中国通コース）併願不可

受験料：３級３５００円、２級４５００円（税込）

全国３２カ所で試験実施、大阪は南北２カ所で実施

日中不再戦と平和のつどい
ー安倍首相に過去の克服を進言するー

７月１日（水）18：30～

天満橋ドーンセンター

朗読劇「戦時下反戦放送・長谷川テルの生涯と遺

児曉子」長谷川曉子氏による「日中不再戦・平和

友好の新たな誓い」（訴え）野田淳子さんの演奏

団
扇

き
り
え
教
室

昨年の作品はハイビスカスです。
今年のデザインは検討中です。


